
先行研究を調べ、論点になる問いと答えを決めたら、答えの根拠となる情報を集
めて論証しましょう。テーマによっては、文献収集だけでなく、フィールドワー
クなどの実地調査が必要かもしれませんが、このガイダンスでは、文献収集に
絞って説明します。
集めた文献の情報は、文献リストなどで管理しておくと、あとで参照したり、自
分の論文に引用する際に役立ちます。
実際には、思ったように情報が集まらない、問いの設定がそもそも誤っていたな
ど、スムーズに情報収集できないこともあるでしょう。行き詰ったら、問いに無
理がないかを確認したり、指導教員に相談するなどして、軌道修正しましょう。
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卒業論文には、文中に実際に引用した文献や自分の意見の参考にした文献を明記
することが必要です。
論文に付ける文献リストの書式は専攻で定められていることがあるので、論文を
仕上げる前に、指導教員に確認しておきましょう。

様々な資料を集める際には、文献情報を管理することが重要になってきます。
管理するコツは、図のように、書誌データとそれが実際にどこにあるかという所
在情報をリスト化することです。
文献情報のリストを見れば、すぐに読みたい文献を探し出せるようにしておくと
卒論執筆がはかどるでしょう。
文献情報と文献そのものをまとめて管理できる、文献管理ソフトというものもあ
りますので、詳しく知りたい方は、スライドのリンク先を参考にしてください。

【こちら】（文献管理ソフトについて）
https://www.library.osaka-u.ac.jp/biblio/
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自分の意見の根拠となる事実やデータ、論証を補強する他者の意見、反論するべ
き他者の意見を集めるためには、これまでに紹介した図書や日本語論文を探す方
法に加えて、図に示した情報が参考になるでしょう。
卒業論文の資料として、公的な資料が必要な方、古い資料が必要な方は、図のリ
ンク先も見てみてください。
この章では、海外の論文を論文データベースで探す方法を説明します。

【統計の調べ方：基礎編】
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102849.php

【法令を探す】
https://www.library.osaka-u.ac.jp/research_hourei/

【コレクション・電子化資料】
https://www.library.osaka-u.ac.jp/collection/

【二次利用がしやすいデジタルアーカイブ】
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-1044.php
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ここで、論文データベースについて簡単にまとめておきます。
論文を探すには、論文データベースで検索するか、文献リストから芋づる式に探
す方法があります。
論文データベースは数が多く、探したい論文によって、使い分けが必要になりま
す。日本語の論文か、英語の論文か、専攻語の論文か、どの分野についての論文
か、などにより、使用するデータベースは違います。
このあと、ProQuest Research Library とMLA International Bibliography を例
に、データベースの使い方の基本を紹介します。使い方に慣れてきたら、その他
のデータベース、たとえば、阪大契約データベースの一覧や、専攻語別のお役立
ち情報一覧のサイトから、自分の目的に合うものを見つけて検索してみてくださ
い。

【阪大契約データベースの一覧】
https://www.library.osaka-u.ac.jp/dblist/

【専攻語別のお役立ち情報一覧】
https://www.library.osaka-u.ac.jp/gaikoku/links/
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これまでいろいろなデータベースを紹介してきました。有料データベースを使う
のはなぜでしょうか。また、無料データベースを使うことはどうなのでしょうか。
この図には、それぞれのメリットとデメリットを明記していますので、ご自身で
考えてみてください。

プライベートで知りたいことを手軽に検索するときは、無料のデータベースや検
索エンジンを使う方が手っ取り早いですね。
一方で、授業の単位取得に関係するレポートや、卒業判定がかかっている論文に
使う情報を検索する場合はいかがでしょうか。
Googleは個人ブログやつぶやきレベルの情報から辞書レベルまで広範囲の情報
をまとめて検索します。出てきた情報が信頼できる情報なのか、最新情報なのか、
全て自分で判断する必要があります。それは、感想文なのか論文なのかを読んで
から判断するようなものです。
有料データベースは最初から信頼性の高い学術情報に絞られているため、比較的
安心して自分の論文にその情報を利用できます。データベースの特性を知ったう
えで、場合に応じて、上手に使い分けましょう。
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ここから、外国語の論文データベース、ProQuest Research Libraryを紹介して
いきます。
人文・社会科学分野を中心に、約7000誌以上の洋雑誌から論文情報を収録し、
そのうち約5400誌については全文を見ることができます。
また、このデータベースでは、阪大で契約している9種類のデータベースを統合
検索することができます。
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ProQuest Research Libraryは、附属図書館Webサイトから、図のようにしてア
クセスできます。
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自宅からProQuest Research Library を検索する場合は、附属図書館Webサイト
の「キャンパス外から電子リソースを使う」というページからアクセスしてくだ
さい。
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こちらが基本検索の画面です。
検索ボックスに下にチェックボックスが２つありますね。その一つの「査読（さ
どく）済み」にチェックを入れると、査読を経た論文のみに絞って検索すること
ができます。
査読とは、ある学術雑誌に投稿された論文が、その雑誌に掲載し、広く世の中に
発表するのにふさわしい内容かどうかを、同じ分野の研究者がチェックする仕組
みのことです。
査読済みの論文は、研究者からも一定の評価を得ているということになるので、
より信頼性の高い論文だと言えるでしょう。
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こちらは、Derivation, Persian, noun というキーワードで検索した時の検索結果
一覧です。検索キーワードがハイライト表示されています。
CiNii Articlesと基本は同じですが、検索結果の絞込みオプションの機能が充実し
ているのが特徴です。
ProQuest Research Libraryでは、全文が収録されている論文の場合は、「全
文」のリンクが表示され、直接本文を見ることができます。
全文が収録されていない場合は、大阪大学リゾルバを表示していますので、他の
データベースで全文が見られないか、図書館に所蔵がないかを、簡単に調べられ
るようになっています。
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こちらは検索結果一覧から、1件の論文をクリックした後の、詳細画面です。
文献情報の記載などはCiNii Articlesと基本は同じです。
右上部の「書誌情報」アイコンをクリックすると、引用文献リストに掲載するス
タイルを表示してくれるので、そのまま文献リストにコピーして貼り付けること
ができます。
論文はPDFでも入手できますが、ブラウザ上でテキスト全文でも表示されます。
そのほか、検索を補助する機能として、たとえば、関連のあるアイテム（論文）
を表示してくれる機能があります。
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ほかに、検索を補助する機能として、「インデックス用語で検索」という機能が
あります。
ProQuest Research Libraryでは、論文1つ1つに論文のテーマに関するインデッ
クスが付与されています。これを使うと、論文のテーマで検索することが可能で
す。
この画面のインデックス用語にチェックを入れて検索をすると、最初に入れた検
索キーワードは一旦リセットされ、インデックス用語を指定した再検索が行われ
ます。
ProQuest Research Libraryには、検索履歴を保存する機能もありますので、ヘ
ルプを参照し、便利な機能を使って検索を色々と試してみてください。
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こちらは文献情報だけの場合の詳細画面です。
ProQuest Research Libraryは論文全文が多く収録されているデータベースです
が、論文が入手できない場合ももちろんあります。入手できない場合には、関連
のあるアイテムから類似した資料を探す、あるいは、抄録を見て、この論文がど
うしても必要であれば、大阪大学リゾルバのアイコンから、阪大図書館に所蔵が
あるかどうかを調べる、という手順になります。
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ProQuestは、Research Library のほかに、他のデータベースを統合検索できる
機能があります。
教育分野のERIC、英字新聞のNew York Times Collection, 芸術分野のIBAなどは
外国語学部の学生の皆さんは使用することがあるかもしれません。
2021年5月現在、トライアルで使用できるデータベースが増えています。
検索対象が多くなると、検索結果も膨大になりますので、それを頭に置いて、上
手に使ってください。
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ここで、外国語論文を検索する時のコツを紹介します。
フレーズ検索は、ぜひ知っておいてください。ProQuestは膨大な量の論文情報
を収録しているので、知っているのと知らないのとでは効率に大きな差が出てき
ます。
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語尾が異なるケースにも対応したい場合や、検索語が不確かな場合には、部分一
致のための記号を使うと便利です。
文字数を指定しない場合はアスタリスクを、指定する場合はクエスチョンマーク
を使って検索します。

59



Proquestの場合、異なり語形の検索を支援するための機能がデフォルトで設定
されています。

これまでお伝えしてきた検索のコツは、Proquestのヘルプメニューからアクセ
スできるLibGuidesのページにもまとまっています。
【Proquest LibGuides】
https://proquest.libguides.com/proquestplatform

なお、他のデータベースでは機能や使用する記号が異なる場合があります。思っ
たような検索結果が出ない場合は、ヘルプを参照してください。

60



61



次に、文学、言語学、民俗学分野の海外論文データベース、MLA International
Bibliography を紹介します。
この分野の海外論文を探したい方は、ぜひ使ってみましょう。
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MLA International Bibliography は、附属図書館Webサイトから、図のようにし
てアクセスできます。
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自宅からMLA International bibliography を検索する場合は、附属図書館Webサ
イトの「キャンパス外から電子リソースを使う」というページからアクセスして
ください。
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こちらはMLA International bibliographyの基本の検索画面です。
AND検索の場合は、一つの検索ボックスにスペースでつないで複数のキーワー
ドを入力しても良いですが、せっかく検索ボックスがいくつも用意されているの
で、一つのボックスに一つのキーワードで検索してみましょう。プルダウンから
ANDやORを指定して検索することができますので、自分で論理演算子を入力す
る必要がありません。
また、検索ボックスの右側のプルダウンでは、著者名や論文のタイトル、抄録な
ど、キーワードの検索対象を選ぶことができます。誰々が書いた論文だけを探し
たい、という場合など、検索の目的に応じて上手に活用しましょう。
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こちらはShakespeareというキーワードで検索した時の検索結果一覧の画面です。
文献の情報や大阪大学リゾルバ、絞り込み機能など、ProQuest Research 
Libraryとよく似ていますね。
絞り込みの例として、論文が出た年を指定することもできますので、最近の５年
間で出た新しい論文のみに絞る、といったことも可能です。

66



検索結果一覧から、1件の論文をクリックした後の、詳細画面です。文献情報の
記載などは、CiNii Articlesと同じです。
このデータベースは、MLA発行の雑誌掲載論文、学位論文、書籍のINDEX・抄
録データベースで、全文はほとんど収録されていませんが、大阪大学で契約する
データベースと連携し、そこから全文へのリンクをしているのが特徴です。読み
たいと思う論文が見つかったら、大阪大学リゾルバをクリックして入手方法を調
べましょう。
また、全文へのリンクがある場合には、右側の「Cite」をクリックすると、文献
リストに掲載するスタイルを表示してくれます。
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